
白梅保育・子ども学研修講座
2013 年度仙台会場

　　

仙台会 場

■日　時　　2013 年 7月 28 日（日）　10:20 ～ 16:00 （受付 10:00 ～）
■会　場　　     仙台国際センター　橘
■受講対象　     保育士、幼稚園教諭、小学校教諭、児童福祉施設関係者、行政関係者、学生ほか
■定　員　　     270名
■受講料　　     5,000 円（昼食代込み）
　　　　　　　 　

白梅学園大学　白梅学園短期大学
http://daigaku.shiraume.ac.jp/

主　催

保育・幼児教育をめぐる
　　動向とこれからの保育

「最近の保育行政の動向と今後の見通し」
無藤　隆 （白梅学園大学大学院教授・研究科長、白梅学園大学附属白梅幼稚園園長）

「気になる子と保育～発達の連続性を踏まえた支援と連携～」
市川　奈緒子 （白梅学園大学子ども学部准教授）

「気になる子の保育～子どもの発達と支援～」
汐見　稔幸
市川　奈緒子

（白梅学園大学・白梅学園短期大学 学長）
 （白梅学園大学子ども学部准教授）

「今求められる保育への期待と専門性」
汐見　稔幸 （白梅学園大学・白梅学園短期大学 学長）

　　　　

　　　　

講演　　　10：30～12：00

講演　　　13：00～14：00

対談　　　14：10～15：30

まとめ　　15：35～16：00
お申し込みの詳細
につきましては裏面
をご覧ください。



けおに座講、付送の等料資係関・証講受、内案ごの座講開公、は報情るす関に人個他のそ、号番話電、名氏、所住たい頂せら知お ★
るご連絡のみ利用させていただきます。それ以外の目的で利用することはありません。

2013年度 白梅 保育・子ども学研修講座 仙台会場　申込書

きりとり線

交 通 案 内
■徒　歩
　バ　ス　　　　　

 　ＪＲ仙台駅から約30分　
　　ＪＲ仙台駅西口バスプール9番乗り場 から
　「宮教大・青葉台」行他で   約10分
　「博物館・国際センター」バス停下車 (180円)

申込み要領

会　　　場 仙台国際センター　2F大会議室「橘」
 〒980-0856  仙台市青葉区青葉山無番地  Ｔe l 0 2 2 -  2 6 5          -          2               2        1            1 （お問い合わせは白梅学園大学までお願い致します）

申込み方法 １．申込み（下記申込書に必要事項をご記入の上、Faxまたは郵送にてお申込み下さい。）
 ２．受付の可否（受付の可否はTelにてお問い合わせ下さい。定員になり次第締め切らせていただきます。）
 ３．振込み（受付可の方は、受講料をゆうちょ銀行へお振込み下さい。）
 ４．受講証発行（入金の確認後、受講証をお送りします。）
 を名者講受に欄信通の紙用込振、は合場の金送ごてめとま上以名２や合場るな異と者講受が者金送 ＊
 　それぞれ明記して下さい。
 ＊受講日2週間前までにお振込みが確認できない場合はキャンセルとさせていただきます。

申 込 み 先 白梅学園大学・白梅学園短期大学企画調整室　　〒187-8570　東京都小平市小川町1-830
  Ｆax   042-346-5652   e-mail:center＠shiraume.ac.jp

受　講　料 5,000円 (昼食代込)

氏　　名

自宅住所

勤 務 先

受講証等の送り先

□自宅　　　　　　　　　　　□勤務先

〒　　　-  Tel.
 Fax.

〒　　　-  Tel.
 Fax.

名称 経験年数（　　　）年

今後本学の講座情報の送付を希望されない場合、○印をつけて下さい→（　　　）希望しない

ふ り が な

No.

Te l 042-346-5639
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仙台西道路
仙台
宮城IC

仙台国際センター

西口
バスプール

宮城県美術館

二高・
宮城美術館前

西公園

東北大学

仙台城跡

隅櫓 大橋

東北大
植物園

仙台市
博物館

交番

市民会館

メディアテーク 市役所

定禅寺通

広瀬通

青葉通

南町通

中央郵便局

晩翠草堂

県庁

ゆうちょ銀行口座番号 ：
加 　 入 　 者 　 名 白 梅 学 園 保 育 講 座 ：

００１４０－４－６３３２２５

※ゆうちょ銀行以外の金融機関からお振込みの場合
ゆうちょ銀行　〇一九店（ゼロイチキュウテン）　当座
　　　　　　  ０６３３２２５　シラウメガクエンホイクコウザ

白梅学園大学 ・ 白梅学園短期大学学長
　 汐見稔幸

　昨年夏国会を通過した「子ども・子育て関連3法」。今年度からその具体化のための議論が始まります。

　アベノミクスの中で保育・幼児教育施策はどうなっていくのか、みなさん気がかりではないでしょうか。

他方で、保育制度の見直しが課題になるのは、子どもの育ち、育てそのものの見直しが根本の課題になっ

ているからという問題があります。今、保育の何をどう見直すべきなのか、このことも重要な課題になって

います。

　今回の保育・子ども学研修講座は、この二つのことを柱にして開催いたします。

　ぜひ誘い合ってご参加ください。
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